
明
悪
上
人

の
輝

(
角

田
)

明
恵
上
入
の
暉

角

田

春

雄

明
恵

上
人
高
辮
は
、

一
入
四
〇
年
九
月

(
治
承
四
年
)

に
生
ま
れ
、

一
八
九

一
年

一
月

十
九

日

(
寛
喜

四
年
)

に
そ

の
生
涯

を
と
じ
る
ま

で
に
、
笠
置

の
解

脱
上
人
貞
慶
等
と
共
に
、

正
統
佛

教

々
團

の
内
に
属
し
な

が
ら
、

戒
律
を
な
げ

す
て
、
新
興
佛
教
に
走
り
、
易
行
を
時
機
相
鷹

と
す
る
中
世

の
時
代
思
潮
に
抗

し
て
、
繹
奪

の
在
世
を
懸
慕

し
、
華
嚴

・
眞
言

・
輝
を
中
心
と
し
た
佛
教

々
學

の
玄
底
を
究
め
、

更
に
印
度

の
諸
哲

學
を
も

學
ん
で
、
そ

の
研
究
方
法
も
、

現

代
學
界

の
そ
れ
と
比
較
出
來

る
程

の
漸
新
さ

が
あ
り
、

そ
れ
等

の
宗
教
的
把
握

と
實
陵

は
、
繹
奪

の
復
活

か
と
入
を

し
て
疑

は
し
め
る
程

の
も

の
が
あ

つ
て
、

中
世
暗
黒
肚
會

の
日
本
民
衆

に
、
た

か
く
け

が
れ
な
き

一
す

じ

の

光

を

か

か

げ
、

そ
れ
は
、
末
法
汚
濁

の
世
を
憂

ふ
る
心
あ
る
人

の
痛

切
な
願

ひ
を
充

た
す

程

の
も

の
が
あ

つ
た
。

上
入

の
佛
教

の
特
色

は
、
正
統
佛
教

の
宣
揚
と
、

そ
れ
に
と
も

な
ふ

「戒
律

の
復
興
と
そ
の
破
棄

に
封
す
る
攻
撃

で
あ
り
、

そ

の
宗
教
的
實
践

面
で
は
、
坐

暉

を
生
活

の
擦
鮎
と
し
、

そ
れ
を
奉
じ
る
暉
曾

に
も
好
意
と
期
待

の
心

が
動

い

て
ゐ
た
。

上
人
が
臨
絡

の
時
に
遺
し
た

「
汝
等
、

戒

・
定

・
慧

の
三
學
均
等

に
し
て
、

解
脆
門
を
開
き
、

苦
し
自
ら
明
き
ら
め
難
き
義
あ
ら
ば
、
輝
僧

に
諮

つ
て
決

せ

ぱ
釜
あ
る

べ
し
。
」
(
明
恵
上
人
傳

記
)

の
語
は
、

暉
が
上
入
に
と
つ
て
、
如
何

牝
重
要
な
位
置
を
示
し
て
ゐ
た
か
を
端
的

に
物
語

つ
て
ゐ
る
。

し
か
し
、

上
人

の
暉

へ
の
傾
倒

は
、
暉
宗

と

い
ふ

一
宗

派
の
肯
定
と
は
別

で

あ

つ
た
。
當
時
、

大
日
能
忍
師

が
勅
許
を
願

つ
た
日
本
達
磨
宗
に
饗
し
て
は
、

「
叉
蓬
磨
宗

ナ
ン
ト
イ

フ
事
、

在
家
人
等

ノ
タ
メ

ニ
、

コ
ト
カ
ナ
ブ

マ
シ
キ
事

也
。
」
(
却
慶
忘

記
)
と

い
つ
て
を
り
、

榮

西
輝
師

が
上
人
を

印
可

し

て
、

「
此

の
宗
を
嗣
綾
し

て
興
隆
す

べ
き
人
大
切
な
り
。

上
人
其
器

に
當
り
給

へ
り
、
狂

て
我
門
下

に
在
し

て
倶
に
興
行

し
給

へ
。」

の
依

頼
に
野

し
て
は
、
「
さ
る
子
細

あ
り
。
」
(
傳

記
)
と

い
つ
て
斥
け

て
ゐ
る
史
實

は
、
「
暉
宗

と
稻

す

る

輩

は
佛

正
法

に
あ
ら
ず
」
(
正
法
眼
藏
)

と
圭

張
し
た
道

元
暉
師

の
立
場

と
軌
.を

一
に

し
て
ゐ
る
。

上
人
は

「
顯
宗
ヤ
ウ
ト
密
宗

ノ
人

ノ
イ

ヒ
テ
、
柳

ノ
事
ヲ

モ
別

ス

ル

ハ
、
キ

ハ
メ
テ
イ

ハ
レ
ナ
キ

コ
ト
也
。

義

の
同

ス
ル
塵

ハ
顯
密
差
別

ア
ル

へ

塵
カ
ラ
ズ
。
」
(
却
慶
忘
忌
)
と

の
立
場
を
と

つ
て
、
宗

我
を
立
て
る

こ
と
を
斥
け

て
ゐ
る
。

次

に
、
道
元
輝
師

と

の
相
違
黙
を

探

れ

ば
、

「
今
我
花
嚴
。

眞
言

ノ
末
流
た

る

に
依

て
、
」
(
傳

記
)
と
あ
り
、

上
人
所
持

の
遺
教
経

の
奥

書

に
、

「
花
嚴
宗

沙
門

成
辮
云
云
」

と
あ

つ
て
、
坐
暉
を

「
佛
法

の
正
門

な

り
」
(
正

法
眼
藏
)

と
し

て
、
坐
輝

一
行
を
表
に
立
て
て
全
佛

教

の
眼
目
と
し
て
道
元
暉
師

の
立
場

と
は
、

日
本
暉

の
形
成
過
程
に
お
け
る
歴
史
的
相
違
黙

が
見
受
け
ら
れ
る
。

上
人

の
立
場
は
、

「都

て
大
小

二
乗
権
實

二
宗

の
差
異
、

顯
密

二
教

の
読
相
併
我
有

の
執
を
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除
て
、
無
我
無
人
と
読
て
、
此
を
も
て
本
と
し
て
乃
至
李
等
一
乗
の
本
懐

を
あ
ら
は
し
、
十
玄
六
相
の
圓
極
を
示
し
、
三
密
五
相
の
喩
伽
、
即
身
頓

入
の
深
旨
に
い
た
る
ま
で
、
其
の
大
意
に
於
て
迷
な
し
、
鏡
に
向
へ
る
が

如
し
。
又
籔
論
勝
論
の
宗
義
に
於
て
も
、
當
代
學
窓
に
諄
ふ
所
の
神
我
假

我
、
他
用
勝
劣
の
口
傳
、
或
は
作
有
縁
作
非
有
縁
性
の
意
許
等

の
は
置

く
、
随
分
に
聖
教
を
披
く
に
九
十
六
種
の
外
道
の
宗
義
、
井
に
二
十
句
の

我
見

李

二
見
の
肇

叉
金
七
十
論
十
句
義
論
等
雛

姦

く
に
、

其

正
理
に
迷

ふ
と
こ
ろ

の
源
と
、
此
等
許
は
迷

な
く
見

明
め
た
れ
ば
、

邪

正

二
宗
迷
悟
に
於

て
叉

一
念

の
疑
な

し
。
」
(
傳
記
)

と
い
ふ
佛
教
及
び
印
度
哲
學

の
科
學
的
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
全
佛

教
に
樹
す

る
信
仰

で
あ
り
、

そ
の
宗
教
的
實
践

と
し
て
坐
輝
を
探

つ
た

の
で
あ
り
、

し
か

も
そ

の
坐
輝

は
、
澄
鶴

・
宗
密

・
通
玄

の
教
暉

一
致

の
思
想
が
流
れ
て
を
レ
、

上
入

の
暉

思
想

の
裏
づ
け

に
は
、

五
門
暉

要

・
蓬
磨

多
羅

暉

経

・
圓

畳

輕

・

首
樗
嚴

経
等

が
あ
り
、

上
入

の

「
佛
光
翻
法
門
」

の
奥
書
に
、

「
暉
法
任
二
坐
暉

口
決
叩
観

法
依

二通
玄

論

頃抄
レ
之
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ

つ
て
も
、

上
人

の
輝
は

從
來

の
佛
教
中
に
あ

つ
た
、

「輝

法
」

と

「
襯
法
」

の
宣
揚

で
あ

つ
た

こ

と

が

到
る
。

し

か
し
、

そ

の

「
暉
観
」
を
修

行
す
る
態
度
は
、
幾

多

の
輝
匠
す
ら

及
ぶ
こ

と
の
出
來
な

い
程

の
眞
實

さ
が
あ

ふ
れ

て

ゐ

た
。

「
其

の
年

の
冬
、
極
寒

の
後

夜

に
臨
み
て
坐
暉
し
給

ふ
に
、
曉

天
に
至
り

て
五
膿
遍

身
冷

え
通
り

ぬ
。
」
(
傳

記
)

と
あ
り
、

更
に
、

「
上
人
暉

定
を

の
み
好
み

給

ひ

て
、

一
爾

年
は
小
き
桶

一
つ
用
意
し

て
、

二
三
四
五
日

の
食
を
請

ひ
入
れ
て
、

肱
に
か
け
後

の
山
に
入

り
、
木

の
下
、

石

の
上
、
木

の
う

え
、
巖
窟
な
ど
に
終

日
終
夜
坐
し
給

へ
り
。
」

(傳

記
)
と
あ
る

の
を

み
て
も
、

そ

の
う

ち
こ
み
方

の
尋
常

で
な
か

つ
た
こ
と

が
知

ら
れ
、
榮
西
暉
師

の
弟
子
圓
室
上
座
に
、
暉
定
を
修
す
る
に
三
毒

あ
り

と

し
て
、

「睡
眠

」
「
難

念
」
「
坐
相
不
正
」
を
指
摘

し
、
「
佛
法

の
盛
な
る

と
云
ふ

は
面

々
樹
下
石
上
に
坐
す

と
錐
も
、

各
如
法
に
行
じ
、
如

法
に
悟
り
、

如

法
に

謹
す
る
を

云
ふ
な
り
。
」
(
傳
記
)
乏

い
ひ
、

「
麓
食
薄
衣
を
忍
び
閑
寂
冷
然

に
こ
ら

へ
、
交
衆

の
恩
誼

を
も
厭

は
ず
、

恥
辱
煩
悩
を
事
と
せ
ず
、

只
久
長

の
志

を

提

げ

て
、
今

日
極
め
ず
ば

明

日
、
今
月
悟
ら
ず
ば
來
月
、
今

年
相
懸

せ
ず
ば
明
年
、
今

生
に
詮

せ
ず
ば

來
生

と
深
く
退
屈
せ
ず
、
火

を
讃

る
が
如
く
す

べ
し
。

未
だ
媛
氣
遅
き
に

依
り

て
退
屈
せ
ざ
れ
、

既
に
煙

を
得

て
足
り

ぬ
と
思
ひ
て
緩
む

こ
と
な

か

れ
。
直

に
火
を
揉
み
出
し
て
も
、
是

を
炭
新

に
焼
き
付
け
ず
ば
あ
る

べ
か

ら
ず
。

都

て
火
を
揉

み
そ
め
し
よ
り
、
火

を
得

て
物

に
鷹
じ
檬

々
の
用

に

至
る
ま

で
、
徒

に
過
ご
す
時
節

あ
る
べ
か
ら
ず
、

若

し
暫
く
も
聞
断
あ
ら

ば
、

勢

し
て
功
成
り
難

し
。
さ
れ
ば
眞
正

の
善
知
識

に
よ
ら
ず
ば
、

西
に

行
く
と
思
ひ
て
東

に
歩

み
、
北
を
指
す
と
思
ひ
て
南

に
向

ふ
誤
り
あ

る
べ

し
。

…
…
實

に
此

の
生
死

一
大
事

の
爲
、

叉
は
限
り
な
き
佛

恩
に
報

ぜ
ん

が
爲
に
、

志
を
起
し
願

を
立
て
、
既

に
羅
門
に
入
れ
り
。

更
に
目
に
懸
く

べ
か
ら
ず
。
」
(
傳

記
)

と
あ
る
あ
た
り
は
、

當
時

の
暉
檜
中

の
輝
檜
と
し

て
自
他
共
に
許
し
て
ゐ
た

道
元
暉
師

の

「
正
法
眼
著
随

聞
記
」

の

一
節

で
あ
る

と
し
て
も
、

識
者
す
ら
う

な
つ
く
程

の
類
似
し
た
文
盟
と
思
想
内
容

を
示
し
て
ゐ
る
。

ま

た
暉
僧

の
集
團
生
活
に
野
し
て
は
、

「
建
仁
寺
御
房
、

連
坊
を
造
り
て
、

」
所
に
て
、

人
間
世

を
打
捨

て

ゝ
、

一
筋

に
道

を
願

は
ん
人
を
集
め

て
、
法
友
と
し
て
萬
事

を
打
捨

て

ゝ
行
道

せ
ん
と
す

る
と
語

り
給

ひ
し
。
尤
も
げ
に
あ
ら
ま
ほ
し
き
躰

な
り
。

自
恣

の
檜
と
て
功
徳
深
き
も
、

同
じ
所

に
衆
を
結
び
て
、

互
に
共
磨
き
に
す
る

故
な
り
。
」
(
明
悪
上
人
遺
訓
)

明
恵
上
人

の
輝

(角

田
)
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騒
富患
上
人

の
押脾

(角

降
)

と
い
つ
て
、

そ

の
理
想
的
生
活
能
度
に
掛
し
て
、
あ

こ
が
れ

の
語
を
護

し
て

ゐ
る
。

更
に
、

承
久

二
年
七
月
廿

五
日
に
石
水
院

の
草
庵

に
お
い

て

上
人

が
、

「
坐

暉
日
決
」
及
び

「
通
玄
論
」

に

よ

つ

て
抄

し

た

「
華
嚴

一
乗
十
信
位
中
開
廓

心
境
佛
佛
道
同
佛

光
観

法
門
」

は
、
「
先
獲
心
。

想
下
到
二
暉
堂

一間
之
遠
近
行
歩

籔
上
」

の
語
に
は
じ
ま
り
、

入
堂

及
び

縄
床
前

の
作

法
、
「
次
墨
足
。

先
暴
二
左

足
茨

墨
二右
足
革

塑

雑

讐

籠
議

・魔

曉
。
」

と
坐
暉
の
次
第
を
の
べ
、
中
間
に
、
合
掌
禮
佛
。
表
白
。
獲
願
の
文
が
入
り
、

つ
い
で
、
結
定
印
。
動
身
。
頸
廻
。
卒
直
坐
出
二麓
息
幻
再
び
頸
廻
。
卒
坐
出
二

麓
息
殉
の
後
に
目
を
と
じ
、
心
を
安
ん
じ
て
華
嚴
襯
法
に
入
り
、
出
翻
の
後
、

繧

レ聲
。
開
レ
・
吐
氣
師
三
。
頸
廻
。
摩
手
奮
。

開
眼
見
色
。
按
摩
。
鍾

足
讐
。

以
レ
手
蟹

下
趨
。

起
立
の
順
序
を
の
鳶

ゐ
る
。

こ
れ
を
道

元
暉
師

の
坐
灘

と
比
較
す

る
と
、

そ
の
坐
相
は
正
し
く
と
も
、

上

ん

の
暉

は
、
形
式
的

に
も
、

内
容
的
に
も
復
雑
で
あ
り
、

念
佛
的

で
あ
り
、

坐

暉
が
成
佛

の
手

段
と
し
て
用

ゐ
ら
れ

て
ゐ
る

こ
と
が
到
る
。

テ

ヲ

レ

ル
コ
ト

道
元
暉
師

が

「
普
糊
坐
琿
儀
」

に
お
い
て
、
「
止
二
念
想
襯
之
測
量
幻
莫
レ
圖
ニ

ヲ

ニ

ラ
ン

ニ

作
佛
殉
豊
ニ
レ
掬
坐
臥

一乎
。
」

と
念
相
観
を
否
定
し
、

莫
圖
作
佛
を
主
張
し
、

生

活
印
暉

に
ま

で
そ
の
領
域
,
 
を
展
開

さ
せ
て
ゐ
る

の
は
、

そ
れ
が
宋

か
ら

の
輸
入

で
あ

つ
た
と
し
て
も
、

注

目
,
 
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

で
あ
り
、

更
に

「
思

セ
ヨ

ノ

ヲ

カ

セ
ン

ク

チ

ナ
リ

ニ
量

箇

不
思
量
底
。

不
思

量
底
如
思
量
。
日
非

思
量
。
此

乃
坐
暉
之
要
術
。
」

の

暉
掲
自

の
思
想
を
展
開

し
て
、

そ
れ
が
坐
暉

の
要
術
と
な

つ
て
、

坐
暉

の
目
的

を
見
出
し
て
ゐ
る

の
と
比
較
す

る
時
、

三
學

の
中

の
定
學

で
あ
る
と
し
た
上
人

と
、
坐
暉
を
佛
法

の
全
道

で
あ
り
、

正
門

で
あ
る
と
し
た
道

元
輝
師

と

の
聞

に

は
、

そ
の
清
漂
き
わ
ま
り
な
き
出
家
生
滑

の
類
似

と
は
別
に
、
暉

の
内
容

面
に

お
い
て
大
き
な
相
違
鮎

が
見
出
さ
れ
る
。

上
人
は
、
入
観
前

の

「
表
白
文
」
に
翁

い
て
、
戒
(
・
定

・
慧

の
三
學
中
、

定

學

の
名

を
聞
く

こ
と
す
ら
難

い
末
代

の
世
に
定

を
蕪
修
す
る
宿
因

を
喜

び
、

華

嚴

の
経
典
に
遇

ひ
、
毘
盧
舎
那
佛

の
慈
悲
に
よ

つ
て
智

慧
の
光
を
開
か

れ
て
胆

師

の
恩

に
酬
ゐ
る
こ
と
が
出
來
る
と
共

に
、
華
嚴

の
佛
光
三
昧

に
入
る

こ
と

の

出
來
る
旨

を

の

べ
、
「
量
唯
聞
ニ
韓
輪
之
報
於
二
百
億

國
殉
見
三
成
畳
身
於
二
十
方

界

一乎
。

揚
三
五
位
於
二
一
念
幻
融
三
十
身
於
二
一
襯

田
置
二
此
妙
道

職
何
尋
二
他
門

一

乎
。
」
と
成
畳
身
を
表

に
立
て
、
つ
づ

い
て
、
解
腕
暉

師

の
佛
智
開
獲
も
、
通

玄

居

士
の
白
光
を
放

つ
た

の
も
、

こ
の
観

法
の
力
に
よ
る
と
し
、
結
び

に
、

無
輝

の
狂
慧
を
捨

て
、
順
理
正
智

を
妙
成

し
、
佛
智
に
悟
入
せ
ん
と
す

る
旨

を

の
べ

て
ゐ
る
が
、

こ
れ
が
上
人

の
揮
め

よ

つ
て
た
つ
基
盤
な

の
で
あ

る
。

ま
た
そ

の
観
法

の
内
容
は
、

「
毘
盧
舎

那
如
來

の
色

身
を

観

じ

て
、

日
月

の

如
く
に
頭

上
に
寳
冠
を

い
た

ゞ
く
。
」
(佛

光
襯

法
門
)
底

の
も

の
で
あ

つ
た
。

更
に
注
目
す

べ
き

こ
と
は

「
擢
邪
論
」
を
著

し
て
、

一
見
浮
土
門

の
大
敵

の
如

く
思
は
れ
が
ち
の
上
入

の
輝
観
が
、

「
饒
事

を
と

ゝ
め
て
偏

に

坐
暉
入
観
を
勤

と
す
、

其
間

上
人
語

て
云
く
、

坐
輝
思
惟

の
間
、

夢

に
恒
に
阿
彌
陀
如
來
を

見

奉
る
、

叉
光
明
來
り
照
す
。

此
妙
観
察
智

の
三
摩
地
門
暉

門

の
圭

た

る

故

な

り
。
」
(
傳

記
)
と
傳

へ
て
を
り
、

こ
れ
に
よ

つ
て
、
上
入

の
斥

け
た
の
は
、

阿

彌
陀
來
に
封
す

る
信

仰
で
は
な

い
こ
と
が
到
り
、

選
揮
集
中

の
、

一
向
專
修

の

行

を
立

し
て
、
菩
提

心
を
擾

去
し
、
聖
道
門
を
群
賊

に
た
と

へ
た
黙

を
破
す
る

の
が
、
上
人

の
本
意
で
あ
り
、

そ

の
理
由
は
佛
法

の
大
宗
に
そ
む
け
る
が
故

な

の
で
あ

つ
た
。
要
之
、

上
人

の
目
指
す

所
は
、

繹
尊
在
世

の
正
法
に

の
つ
と

つ

た
出
家
生
活
を
末
法

の
世
に
再
現
し
て
、
す

た
れ
か
か

つ
た
佛
法
に
新
生
命
を

與

へ
ん
が
爲
の
も

の
で
あ

つ
た
。
.
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